
(57)【要約】

【課題】箱内の収容物が箱の上端面から飛び出す大きさ

であってもその内容物を損傷させないように別の箱を積

み重ねさせる。

【解決手段】箱積重ね部材１００は、前面支持板１０と

後面支持板２０と右側面支持板３０と左側面支持板４０

と右側面支持板連結切出し部６１および６２と左側面支

持板連結切出し部６３および６４とを備える。前面支持

板１０は箱３００を前面３１０から支持し、後面支持板

２０は箱３００を後面３２０から支持し、右側面支持板

３０および左側面支持板４０はそれぞれ箱３００を右側

面３３０および左側面３４０から支持する。右側面支持

板連結切出し部６１および６２と左側面支持板連結切出

し部６３および６４は、前面支持板下端部１２および後

面支持板下端部２２を箱２００の内部に差し込み、右側

面支持板下端部３２および左側面支持板下端部４２を箱

２００の外部に出す作業を容易にする。

【選択図】　　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 一 の 箱 に 第 二 の 箱 を 積 み 重 ね る 際 に 前 記 第 一 の 箱 と 前 記 第 二 の 箱 と の 間 に 挿 入 さ れ る
箱 積 重 ね 部 材 で あ っ て 、
　 前 記 第 二 の 箱 を 前 記 第 二 の 箱 の 前 面 側 か ら 支 持 す る 前 面 支 持 板 と 、
　 前 記 第 二 の 箱 を 前 記 第 二 の 箱 の 後 面 側 か ら 支 持 す る 後 面 支 持 板 と 、
　 前 記 第 二 の 箱 を 前 記 第 二 の 箱 の 右 側 面 側 か ら 支 持 し 前 記 前 面 支 持 板 お よ び 後 面 支 持 板 と
そ の 側 端 に お い て 連 結 さ せ た 右 側 面 支 持 板 と 、
　 前 記 第 二 の 箱 を 前 記 第 二 の 箱 の 左 側 面 側 か ら 支 持 し 前 記 前 面 支 持 板 お よ び 後 面 支 持 板 と
そ の 側 端 に お い て 連 結 さ せ た 左 側 面 支 持 板 と 、
　 前 記 前 面 支 持 板 ま た は 後 面 支 持 板 と 前 記 右 側 面 支 持 板 と が 連 結 さ れ た 部 分 で あ る 右 側 面
支 持 板 連 結 部 に 沿 っ て 前 記 右 側 面 支 持 板 連 結 部 の 下 端 部 か ら 所 定 の 形 状 に 切 り 出 さ れ た 部
分 で あ る 右 側 面 支 持 板 連 結 切 出 し 部 と 、
　 前 記 前 面 支 持 板 ま た は 後 面 支 持 板 と 前 記 左 側 面 支 持 板 と が 連 結 さ れ た 部 分 で あ る 左 側 面
支 持 板 連 結 部 に 沿 っ て 前 記 左 側 面 支 持 板 連 結 部 の 下 端 部 か ら 所 定 の 形 状 に 切 り 出 さ れ た 部
分 で あ る 左 側 面 支 持 板 連 結 切 出 し 部 と
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 箱 積 重 ね 部 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 右 側 面 支 持 板 連 結 部 ま た は 左 側 面 支 持 板 連 結 部 に 沿 っ て 、 前 記 前 面 支 持 板 ま た は 後
面 支 持 板 と 前 記 右 側 面 支 持 板 ま た は 左 側 面 支 持 板 と が 重 合 す る よ う に 折 り 畳 め る よ う に 前
記 右 側 面 支 持 板 連 結 部 お よ び 左 側 面 支 持 板 連 結 部 を 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の 箱 積 重 ね 部 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 右 側 面 支 持 板 連 結 部 お よ び 左 側 面 支 持 板 連 結 部 は 、
　 前 記 前 面 支 持 板 お よ び 後 面 支 持 板 の 両 側 端 に 設 け ら れ た 円 筒 形 状 の 筒 部 材 と 、
　 前 記 右 側 面 支 持 板 お よ び 左 側 面 支 持 板 の 両 側 端 に 設 け ら れ た 円 柱 形 状 の ピ ン と
を 備 え 、
　 前 記 筒 部 材 に 前 記 ピ ン を 挿 入 す る こ と に よ っ て 前 記 前 面 支 持 板 と 前 記 右 側 面 支 持 板 お よ
び 左 側 面 支 持 板 、 お よ び 前 記 後 面 支 持 板 と 前 記 右 側 面 支 持 板 お よ び 左 側 面 支 持 板 を 連 結 さ
せ 、 前 記 前 面 支 持 板 と 後 面 支 持 板 と 前 記 右 側 面 支 持 板 と 左 側 面 支 持 板 と を 前 記 ピ ン を 支 点
と し て 回 動 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 箱 積 重 ね 部 材 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 箱 を 積 み 重 ね る 際 に 用 い ら れ る 箱 積 重 ね 部 材 に 関 し 、 特 に 箱 の 上 端 面 か ら 飛
び 出 す 程 大 き な 物 体 が 収 容 さ れ た 箱 に 別 の 箱 を 積 み 重 ね る 際 に 用 い ら れ る 箱 積 重 ね 部 材 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 植 物 等 を 市 場 に 出 荷 す る 際 、 所 定 の 大 き さ の 箱 に 植 物 を 入 れ て 出 荷 す る 。 植 物 を 栽 培 し
て 市 場 に 出 荷 す る こ と を 業 と し て 行 う 場 合 、 そ の 出 荷 量 は 多 く 大 量 の 箱 を 使 用 す る 。 大 量
の 箱 を 使 用 す る 場 合 、 箱 を 安 定 し た 状 態 で 積 み 重 ね る こ と が で き れ ば 、 一 度 の 輸 送 で 植 物
を 入 れ た 箱 を 大 量 に 輸 送 す る こ と が で き る た め 、 輸 送 コ ス ト を 低 減 す る こ と 可 能 と な る 。
従 来 、 箱 を 積 み 重 ね る 構 造 と し て 、 箱 の 上 端 部 に Ｌ 字 形 状 の 縁 部 材 と 角 部 材 を 設 け た 構 造
が 提 案 さ れ て い た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ９ － １ ６ ５ ０ ４ ０ （ 図 ２ ）
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 の 箱 の 上 端 部 に Ｌ 字 形 状 の 縁 部 材 と 角 部 材 を 設 け た 構 造 の 箱 の 場 合
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、 そ の 箱 に 収 容 さ れ た 内 容 物 が 箱 の 上 端 面 か ら 飛 び 出 す 大 き さ の 場 合 、 そ の ま ま 別 の 箱 を
積 み 重 ね る と そ の 内 容 物 が 損 傷 し て し ま う 可 能 性 が あ る 。 そ の 内 容 物 が 損 傷 し て し ま う と
も は や そ の 内 容 物 に は 商 品 価 値 が な く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 本 考 案 は 、 箱 内 の 収 容 物 が 箱 の 上 端 面 か ら 飛 び 出 す 大 き さ で あ っ て も そ の 内 容
物 を 損 傷 さ せ な い よ う に 別 の 箱 を 積 み 重 ね さ せ る 箱 積 重 ね 部 材 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 考 案 の 箱 積 重 ね 部 材 は 、 第 一 の 箱 に 第 二 の 箱 を 積 み 重 ね る
際 に 上 記 第 一 の 箱 と 上 記 第 二 の 箱 と の 間 に 挿 入 さ れ る 箱 積 重 ね 部 材 で あ っ て 、 上 記 第 二 の
箱 を 上 記 第 二 の 箱 の 前 面 側 か ら 支 持 す る 前 面 支 持 板 と 、 上 記 第 二 の 箱 を 上 記 第 二 の 箱 の 後
面 側 か ら 支 持 す る 後 面 支 持 板 と 、 上 記 第 二 の 箱 を 上 記 第 二 の 箱 の 右 側 面 側 か ら 支 持 し 上 記
前 面 支 持 板 お よ び 後 面 支 持 板 と そ の 側 端 に お い て 連 結 さ せ た 右 側 面 支 持 板 と 、 上 記 第 二 の
箱 を 上 記 第 二 の 箱 の 左 側 面 側 か ら 支 持 し 上 記 前 面 支 持 板 お よ び 後 面 支 持 板 と そ の 側 端 に お
い て 連 結 さ せ た 左 側 面 支 持 板 と 、 上 記 前 面 支 持 板 ま た は 後 面 支 持 板 と 上 記 右 側 面 支 持 板 と
が 連 結 さ れ た 部 分 で あ る 右 側 面 支 持 板 連 結 部 に 沿 っ て 上 記 右 側 面 支 持 板 連 結 部 の 下 端 部 か
ら 所 定 の 形 状 に 切 り 出 さ れ た 部 分 で あ る 右 側 面 支 持 板 連 結 切 出 し 部 と 、 上 記 前 面 支 持 板 ま
た は 後 面 支 持 板 と 上 記 左 側 面 支 持 板 と が 連 結 さ れ た 部 分 で あ る 左 側 面 支 持 板 連 結 部 に 沿 っ
て 上 記 左 側 面 支 持 板 連 結 部 の 下 端 部 か ら 所 定 の 形 状 に 切 り 出 さ れ た 部 分 で あ る 左 側 面 支 持
板 連 結 切 出 し 部 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 箱 内 の 収 容 物 が
箱 の 上 端 面 か ら 飛 び 出 す 大 き さ で あ っ て も そ の 内 容 物 を 損 傷 さ せ な い よ う に 別 の 箱 を 積 み
重 ね さ せ る と い う 作 用 を も た ら す 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 考 案 の 箱 積 重 ね 部 材 に お い て 、 本 考 案 の 箱 積 重 ね 部 材 は 、 上 記 右 側 面 支 持 板 連
結 部 ま た は 左 側 面 支 持 板 連 結 部 に 沿 っ て 、 上 記 前 面 支 持 板 ま た は 後 面 支 持 板 と 上 記 右 側 面
支 持 板 ま た は 左 側 面 支 持 板 と が 重 合 す る よ う に 折 り 畳 め る よ う に 上 記 右 側 面 支 持 板 連 結 部
お よ び 左 側 面 支 持 板 連 結 部 を 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 本 考 案
の 箱 積 重 ね 部 材 を コ ン パ ク ト に さ せ る と い う 作 用 を も た ら す 。 す な わ ち 、 本 考 案 の 箱 積 重
ね 部 材 を 使 用 し な い 際 に は 容 易 に 保 管 す る こ と が で き る と い う 効 果 を も た ら す 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 考 案 の 箱 積 重 ね 部 材 に お い て 、 上 記 右 側 面 支 持 板 連 結 部 お よ び 左 側 面 支 持 板 連
結 部 は 、 上 記 前 面 支 持 板 お よ び 後 面 支 持 板 の 両 側 端 に 設 け ら れ た 円 筒 形 状 の 筒 部 材 と 、 上
記 右 側 面 支 持 板 お よ び 左 側 面 支 持 板 の 両 側 端 に 設 け ら れ た 円 柱 形 状 の ピ ン と を 備 え 、 上 記
筒 部 材 に 上 記 ピ ン を 挿 入 す る こ と に よ っ て 上 記 前 面 支 持 板 と 上 記 右 側 面 支 持 板 お よ び 左 側
面 支 持 板 、 お よ び 上 記 後 面 支 持 板 と 上 記 右 側 面 支 持 板 お よ び 左 側 面 支 持 板 を 連 結 さ せ 、 上
記 前 面 支 持 板 と 後 面 支 持 板 と 上 記 右 側 面 支 持 板 と 左 側 面 支 持 板 と を 上 記 ピ ン を 支 点 と し て
回 動 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 本 考 案 の 箱 積 重 ね 部 材 に ど の
よ う な 材 質 を 用 い て も 箱 積 重 ね 部 材 を コ ン パ ク ト に 折 り 畳 め る と い う 作 用 を も た ら す 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 に よ れ ば 、 箱 内 の 収 容 物 が 箱 の 上 端 面 か ら 飛 び 出 す 大 き さ で あ っ て も そ の 内 容 物
を 損 傷 さ せ な い よ う に 別 の 箱 を 積 み 重 ね さ せ る と い う 優 れ た 効 果 を 奏 し 得 る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 次 に 本 考 案 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 本 考 案 の 実 施 の 形 態 に お け る 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 １
（ ａ ） は 、 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ を 用 い て 箱 ２ ０ ０ に 箱 ３ ０ ０ を 積 み 重 ね た 様 子 を 示 す 図 で
あ る 。 本 考 案 の 実 施 の 形 態 に お け る 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ は 箱 ２ ０ ０ と 箱 ３ ０ ０ と の 間 に 位
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置 さ せ て 使 用 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 す な わ ち 、 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ の 下 端 部 よ り 下 方 に 位 置 す る 箱 ２ ０ ０ の 内 部 に 箱 積 重 ね
部 材 １ ０ ０ の 下 端 部 の 一 部 を 差 し 込 む 。 そ し て 、 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ の 上 端 部 よ り 上 方 か
ら 箱 ３ ０ ０ を 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ の 上 端 部 に 載 せ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ を 介 し て 箱 ２ ０ ０ の 上 方 に 所 定 の 空 間 を 設 け て 箱 ３ ０
０ を 積 み 重 ね る こ と が で き る 。 所 定 の 空 間 は 、 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ の 縦 方 向 の 長 さ を 変 え
る こ と に よ り そ の 広 さ を 変 え る こ と が で き る 。 箱 ２ ０ ０ に 箱 ２ ０ ０ の 上 端 面 か ら 飛 び 出 す
大 き さ の 植 物 等 が 入 れ ら れ て い た 場 合 に 特 に 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ は 効 果 を 発 揮 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ （ ｂ ） は 、 本 考 案 の 実 施 の 形 態 に お け る 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ の 斜 視 図 で あ る 。 箱 積
重 ね 部 材 １ ０ ０ は 、 前 面 支 持 板 １ ０ と 、 後 面 支 持 板 ２ ０ と 、 右 側 面 支 持 板 ３ ０ と 、 左 側 面
支 持 板 ４ ０ と 、 右 側 面 支 持 板 連 結 切 出 し 部 ６ １ お よ び ６ ２ と 、 左 側 面 支 持 板 連 結 切 出 し 部
６ ３ お よ び ６ ４ と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 面 支 持 板 １ ０ は 、 箱 ３ ０ ０ を 前 面 ３ １ ０ 側 か ら 支 持 す る 板 部 材 で あ る 。 例 え ば 箱 ３ ０
０ の 上 端 部 の 外 周 に 設 け ら れ た 箱 縁 ３ ５ ０ に 、 前 面 支 持 板 １ ０ の 上 端 部 で あ る 前 面 支 持 板
上 端 部 １ １ を 差 し 込 む 。 ま た 、 前 面 支 持 板 １ ０ の 前 面 支 持 板 下 端 部 １ ２ は 、 図 １ （ ａ ） に
示 す よ う に 箱 ２ ０ ０ の 内 部 に 差 し 込 む 。 こ れ に よ り 、 前 面 支 持 板 １ ０ は 箱 ３ ０ ０ を 前 面 ３
１ ０ 側 か ら 支 持 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 後 面 支 持 板 ２ ０ は 、 箱 ３ ０ ０ を 後 面 ３ ２ ０ 側 か ら 支 持 す る 板 部 材 で あ る 。 例 え ば 箱 ３ ０
０ の 上 端 部 に 設 け ら れ た 箱 縁 ３ ５ ０ に 、 後 面 支 持 板 ２ ０ の 上 端 部 で あ る 後 面 支 持 板 上 端 部
２ １ を 差 し 込 む 。 ま た 、 後 面 支 持 板 ２ ０ の 後 面 支 持 板 下 端 部 ２ ２ は 、 前 面 支 持 板 １ ０ の 前
面 支 持 板 下 端 部 １ ２ の 場 合 と 同 様 に 箱 ２ ０ ０ の 内 部 に 差 し 込 む 。 こ れ に よ り 、 後 面 支 持 板
２ ０ は 箱 ３ ０ ０ を 後 面 ３ ２ ０ 側 か ら 支 持 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 右 側 面 支 持 板 ３ ０ 、 左 側 面 支 持 板 ４ ０ は 、 そ れ ぞ れ 箱 ３ ０ ０ を 右 側 面 ３ ３ ０ 側 、 左 側 面
３ ４ ０ 側 か ら 支 持 す る 板 部 材 で あ る 。 例 え ば 箱 ３ ０ ０ の 上 端 部 に 設 け ら れ た 箱 縁 ３ ５ ０ に
、 右 側 面 支 持 板 ３ ０ お よ び 左 側 面 支 持 板 ４ ０ の 上 端 部 で あ る 右 側 面 支 持 板 上 端 部 ３ １ お よ
び 左 側 面 支 持 板 上 端 部 ４ １ を 差 し 込 む 。 こ れ に よ り 、 右 側 面 支 持 板 ３ ０ 、 左 側 面 支 持 板 ４
０ は そ れ ぞ れ 箱 ３ ０ ０ を 右 側 面 ３ ３ ０ 側 、 左 側 面 ３ ４ ０ 側 か ら 支 持 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 右 側 面 支 持 板 ３ ０ お よ び 左 側 面 支 持 板 ４ ０ の 下 端 部 で あ る 右 側 面 支 持 板 下 端 部 ３
２ お よ び 左 側 面 支 持 板 下 端 部 ４ ２ は 、 前 面 支 持 板 １ ０ の 前 面 支 持 板 下 端 部 １ ２ お よ び 後 面
支 持 板 ２ ０ の 後 面 支 持 板 下 端 部 ２ ２ の 場 合 と 違 っ て 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 箱 ２ ０ ０ の
内 部 に 差 し 込 ま な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 前 面 支 持 板 １ ０ は 、 右 側 面 支 持 板 ３ ０ お よ び 左 側 面 支 持 板 ４ ０ と 連 結 さ れ て い る
。 す な わ ち 、 前 面 支 持 板 １ ０ の 右 側 端 部 は 右 側 面 支 持 板 ３ ０ の 左 側 端 部 と 連 結 さ れ て お り
、 前 面 支 持 板 １ ０ の 左 側 端 部 は 左 側 面 支 持 板 ４ ０ の 右 側 端 部 と 連 結 さ れ て い る 。 以 下 に お
い て 、 右 側 面 支 持 板 と 連 結 さ れ た 部 分 を 右 側 面 支 持 板 連 結 部 と 呼 ぶ こ と と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 後 面 支 持 板 ２ ０ は 、 右 側 面 支 持 板 ３ ０ お よ び 左 側 面 支 持 板 ４ ０ と 連 結 さ れ て い る
。 す な わ ち 、 後 面 支 持 板 ２ ０ の 左 側 端 部 は 右 側 面 支 持 板 ３ ０ の 右 側 端 部 と 連 結 さ れ て お り
、 後 面 支 持 板 ２ ０ の 右 側 端 部 は 左 側 面 支 持 板 ４ ０ の 左 側 端 部 と 連 結 さ れ て い る 。 以 下 に お
い て 、 左 側 面 支 持 板 と 連 結 さ れ た 部 分 を 左 側 面 支 持 板 連 結 部 と 呼 ぶ こ と と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 右 側 面 支 持 板 連 結 切 出 し 部 ６ １ お よ び ６ ２ は 、 そ れ ぞ れ 右 側 面 支 持 板 連 結 部 ５ １ お よ び
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５ ２ に 沿 っ て 右 側 面 支 持 板 連 結 部 ５ １ お よ び ５ ２ の 下 端 部 か ら 所 定 の 形 状 で 切 り 出 さ れ た
部 分 で あ る 。 ま た 、 左 側 面 支 持 板 連 結 切 出 し 部 ６ ３ お よ び ６ ４ は 、 そ れ ぞ れ 左 側 面 支 持 板
連 結 部 ５ ３ お よ び ５ ４ に 沿 っ て 左 側 面 支 持 板 連 結 部 ５ ３ お よ び ５ ４ の 下 端 部 か ら 所 定 の 形
状 で 切 り 出 さ れ た 部 分 で あ る 。 こ の よ う な 目 的 を 達 成 で き る 形 状 で あ れ ば 、 上 記 所 定 の 形
状 は ど の よ う な 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 右 側 面 支 持 板 連 結 切 出 し 部 ６ １ お よ び ６ ２ と 、 左 側 面 支 持 板 連 結 切 出 し 部 ６ ３ お よ び ６
４ と は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 前 面 支 持 板 下 端 部 １ ２ お よ び 後 面 支 持 板 下 端 部 ２ ２ を 箱
２ ０ ０ の 内 部 に 差 し 込 ま せ 、 右 側 面 支 持 板 下 端 部 ３ ２ お よ び 左 側 面 支 持 板 下 端 部 ４ ２ を 箱
２ ０ ０ の 外 部 に 出 さ せ る 作 業 を 容 易 に す る た め に 設 け ら れ た 切 込 み 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 図 １ （ ａ ） に お い て は 、 前 面 支 持 板 下 端 部 １ ２ お よ び 後 面 支 持 板 下 端 部 ２ ２ を 箱
２ ０ ０ の 内 部 に 差 し 込 ま せ 、 右 側 面 支 持 板 下 端 部 ３ ２ お よ び 左 側 面 支 持 板 下 端 部 ４ ２ を 箱
２ ０ ０ の 外 部 に 出 さ せ て い る が 、 逆 に 前 面 支 持 板 下 端 部 １ ２ お よ び 後 面 支 持 板 下 端 部 ２ ２
を 箱 ２ ０ ０ の 外 部 に 出 さ せ 、 右 側 面 支 持 板 下 端 部 ３ ２ お よ び 左 側 面 支 持 板 下 端 部 ４ ２ を 箱
２ ０ ０ の 内 部 に 差 し 込 ま せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ は 、 本 考 案 の 実 施 の 形 態 に お け る 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ を 折 り 畳 む 様 子 を 示 す 図 で あ
る 。 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ は 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 例 え ば 、 右 側 面 支 持 板 連 結 部 ５ １ お
よ び 左 側 面 支 持 板 連 結 部 ５ ４ に 対 し て 矢 印 Ａ 方 向 に 所 定 の 力 を 加 え る と 潰 れ て 偏 平 に な る
。 す な わ ち 、 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ は 折 り 畳 む こ と が で き る 。 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ を 折 り 畳
む こ と が 可 能 な 構 造 と す る た め 、 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ の 材 質 と し て 、 例 え ば ダ ン ボ ー ル 紙
が 想 定 さ れ る が こ れ に 限 る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ （ ｂ ） は 、 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ を 折 り 畳 ん だ 様 子 を 示 す 図 で あ る 。 箱 積 重 ね 部 材 １
０ ０ を 図 ２ （ ａ ） で 説 明 し た よ う に 折 り 畳 む と 、 前 面 支 持 板 １ ０ と 左 側 面 支 持 板 ４ ０ と が
重 合 し 、 後 面 支 持 板 ２ ０ と 右 側 面 支 持 板 ３ ０ と が 重 合 す る 。 な お 、 図 ２ に お い て は 、 前 面
支 持 板 １ ０ と 、 後 面 支 持 板 ２ ０ と 、 右 側 面 支 持 板 ３ ０ と 、 左 側 面 支 持 板 ４ ０ と は 同 じ サ イ
ズ の も の と し て 描 い て あ る が 、 サ イ ズ は こ れ に 限 る も の で は な い 。 さ ら に 、 右 側 面 支 持 板
連 結 部 ５ １ に 沿 っ て 図 ２ （ ｂ ） の 矢 印 Ｂ 方 向 に 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ を 折 り 畳 む と 、 図 ２ （
ｃ ） で 示 す よ う に 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ は コ ン パ ク ト な サ イ ズ に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ を 折 り 畳 め る 構 造 と す る こ と に よ っ て 、 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ を 使 用
し な い 際 は コ ン パ ク ト な サ イ ズ に し て 保 管 す る こ と が で き る た め 、 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ を
保 管 す る こ と が 容 易 に な る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ は 、 本 考 案 の 別 の 実 施 の 形 態 に お け る 箱 積 重 ね 部 材 ４ ０ ０ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
図 ３ （ ａ ） は 、 本 考 案 の 別 の 実 施 の 形 態 に お け る 箱 積 重 ね 部 材 ４ ０ ０ の 斜 視 図 で あ る 。 箱
積 重 ね 部 材 ４ ０ ０ は 、 前 面 支 持 板 １ ０ と 、 後 面 支 持 板 ２ ０ と 、 右 側 面 支 持 板 ３ ０ と 、 左 側
面 支 持 板 ４ ０ と 、 右 側 面 支 持 板 連 結 切 出 し 部 ６ １ お よ び ６ ２ と 、 左 側 面 支 持 板 連 結 切 出 し
部 ６ ３ お よ び ６ ４ と 、 右 側 面 支 持 板 連 結 部 材 ７ １ お よ び ７ ２ と 、 左 側 面 支 持 板 連 結 部 材 ７
３ お よ び ７ ４ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 箱 積 重 ね 部 材 ４ ０ ０ に お い て 図 １ に 示 し た 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ と 同 じ 機 能 を 有 す
る 部 分 に つ い て は 同 じ 符 号 を 用 い て い る 。 ま た 、 同 じ 符 号 を 用 い た も の に 関 し て は 図 １ で
説 明 済 み で あ る た め そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 箱 積 重 ね 部 材 ４ ０ ０ と 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ と の 相 違 店 は 、 前 面 支 持 板 １ ０ と 右 側 面 支 持
板 ３ ０ お よ び 左 側 面 支 持 板 ４ ０ と の 連 結 の 態 様 、 お よ び 後 面 支 持 板 ２ ０ と 右 側 面 支 持 板 ３
０ お よ び 左 側 面 支 持 板 ４ ０ と の 連 結 の 態 様 で あ る 。 す な わ ち 、 箱 積 重 ね 部 材 ４ ０ ０ は 、 右
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側 面 支 持 板 連 結 部 材 ７ １ お よ び ７ ２ と 、 左 側 面 支 持 板 連 結 部 材 ７ ３ お よ び ７ ４ と に よ っ て
、 前 面 支 持 板 １ ０ と 右 側 面 支 持 板 ３ ０ お よ び 左 側 面 支 持 板 ４ ０ と の 連 結 お よ び 後 面 支 持 板
２ ０ と 右 側 面 支 持 板 ３ ０ お よ び 左 側 面 支 持 板 ４ ０ と の 連 結 を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ （ ｂ ） は 、 図 ３ （ ａ ） に お け る 楕 円 Ｃ の 部 分 の 拡 大 図 で あ る 。 左 側 面 支 持 板 連 結 部
材 ７ ３ は 、 筒 部 材 ７ ３ ａ と ピ ン ７ ３ ｂ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 例 え ば 前 面 支 持 板 １ ０ の 側
端 部 に 円 筒 形 状 の 筒 部 材 ７ ３ ａ を 設 け 、 左 側 面 支 持 板 ４ ０ の 側 端 部 に 円 柱 形 状 の ピ ン ７ ３
ｂ を 設 け る 。 そ し て 、 筒 部 材 ７ ３ ａ に ピ ン ７ ３ ｂ を 挿 入 す る こ と に よ っ て 前 面 支 持 板 １ ０
と 左 側 面 支 持 板 ４ ０ と は そ の 側 端 部 に お い て 連 結 さ れ る 。 そ れ と 同 時 に 、 ピ ン ７ ３ ｂ を 支
点 と し て 前 面 支 持 板 １ ０ と 左 側 面 支 持 板 ４ ０ と は 回 動 可 能 と な る 。 す な わ ち 、 図 ２ で 説 明
し た 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ と 同 様 に 箱 積 重 ね 部 材 ４ ０ ０ も 折 り 畳 み 可 能 な 構 造 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 右 側 面 支 持 板 連 結 部 材 ７ １ お よ び ７ ２ と 左 側 面 支 持 板 連 結 部 材 ７ ４ も 上 記 左 側 面 支 持 板
連 結 部 材 ７ ３ と 同 様 の 構 造 で あ る 。 な お 、 図 ３ に 示 し た 箱 積 重 ね 部 材 ４ ０ ０ の 場 合 、 箱 積
重 ね 部 材 ４ ０ ０ の 材 質 と し て 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク 等 の 硬 質 な 材 質 と す る こ と が 想 定 さ れ る
。 ま た 、 透 明 な プ ラ ス チ ッ ク 材 を 材 質 と し て 用 い る と 外 部 か ら 箱 に 収 容 さ れ た 内 容 物 を 見
る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う に 、 本 考 案 の 実 施 の 形 態 に お け る 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ お よ び ４ ０ ０ に よ れ ば 、
箱 ２ ０ ０ に 箱 ３ ０ ０ を 重 ね る 場 合 に 箱 ２ ０ ０ の 上 方 に 所 定 の 空 間 を 設 け る こ と が で き る た
め 、 箱 ２ ０ ０ に 箱 ２ ０ ０ の 上 端 面 か ら 飛 び 出 す 大 き さ の 植 物 等 が 入 れ ら れ て い た 場 合 に 特
に 効 果 的 で あ る 。 ま た 、 本 考 案 の 実 施 の 形 態 に お け る 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ お よ び ４ ０ ０ を
折 り 畳 み 可 能 な 構 造 と す る こ と に よ っ て 、 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ お よ び ４ ０ ０ を 保 管 す る こ
と が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 本 考 案 の 実 施 の 形 態 で は 、 箱 ２ ０ ０ に 箱 ３ ０ ０ を 重 ね る と い う よ う に ２ つ の 箱 を
重 ね る 場 合 を 想 定 し て 説 明 し た が 、 本 考 案 の 実 施 の 形 態 に お け る 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ お よ
び ４ ０ ０ を 複 数 用 い る こ と に よ っ て 、 ３ つ 以 上 の 箱 を 積 重 ね る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 本 考 案 の 実 施 の 形 態 は 本 考 案 を 具 現 化 す る た め の 一 例 を 示 し た も の で あ り 、 こ れ
に 限 定 さ れ る も の で は な く 本 考 案 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 の 変 形 を 施 す こ と
が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 考 案 の 活 用 例 と し て 、 箱 の 上 端 面 か ら 飛 び 出 す 大 き さ の 植 物 等 が 入 れ ら れ て い る 箱 に
別 の 箱 を 積 み 重 ね る 場 合 に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 実 施 の 形 態 に お け る 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の 実 施 の 形 態 に お け る 箱 積 重 ね 部 材 １ ０ ０ を 折 り 畳 む 様 子 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 本 考 案 の 別 の 実 施 の 形 態 に お け る 箱 積 重 ね 部 材 ４ ０ ０ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ ０ 　 前 面 支 持 板
　 １ １ 　 前 面 支 持 板 上 端 部
　 １ ２ 　 前 面 支 持 板 下 端 部
　 ２ ０ 　 後 面 支 持 板
　 ２ １ 　 後 面 支 持 板 上 端 部
　 ２ ２ 　 後 面 支 持 板 下 端 部
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　 ３ ０ 　 右 側 面 支 持 板
　 ３ １ 　 右 側 面 支 持 板 上 端 部
　 ３ ２ 　 右 側 面 支 持 板 下 端 部
　 ４ ０ 　 左 側 面 支 持 板
　 ４ １ 　 左 側 面 支 持 板 上 端 部
　 ４ ２ 　 左 側 面 支 持 板 下 端 部
　 ５ １ 、 ５ ２ 　 右 側 面 支 持 板 連 結 部
　 ５ ３ 、 ５ ４ 　 左 側 面 支 持 板 連 結 部
　 ６ １ 、 ６ ２ 　 右 側 面 支 持 板 連 結 切 出 し 部
　 ６ ３ 、 ６ ４ 　 左 側 面 支 持 板 連 結 切 出 し 部
　 ７ １ 　 右 側 面 支 持 板 連 結 部 材
　 ７ ３ 　 左 側 面 支 持 板 連 結 部 材
　 ７ ３ ａ 　 筒 部 材
　 ７ ３ ｂ 　 ピ ン
　 １ ０ ０ 、 ４ ０ ０ 　 箱 積 重 ね 部 材
　 ２ ０ ０ 、 ３ ０ ０ 　 箱
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【 図 ３ 】
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